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ものである (Ionin et al. 2004, Tanaka 2013など)．冠詞選択は，一般に定性 (definiteness)や
特定性 (specificity)などの情報構造が大きな影響を与えると考えられる．英語のように定性に
より定冠詞と不定冠詞を使い分ける言語もあれば，サモア語のように特定性により冠詞を使い












衡コーパス』(Maekawa et al. 2014; 以下，BCCWJ) のテキスト内の名詞句に対して情報構造
に関わる文法情報のアノテーションを行った結果を報告する．
日本語の情報構造に関する過去のアノテーションは，主としてテキスト中に出現する情報が







et al. (2005)は，Vallduv´ı and Vilkuna (1998)や Steedman (2000)に言及し，韻律を採用し
た．L+H*LH%(3) の韻律を持つ形式はテーマ (theme)(4)となり，H*L，H*LL%(5) の韻律を
持つものはレーマ (rheme)(6)となる．そして，当該の NPが以前に言及されたか否か，またそ
れが以前述べられた個体から言及可能か否かという点をもとに情報構造をアノテーションし




二つ目のタイプの研究では，言語学的なテストを採用する．Go¨tze et al. (2007)は言語に依
存せず，かつ特定の言語理論にもよらず，情報状態(8) とトピック(9) ，フォーカス(10) をアノ
(2) ラベルの詳細については 3.で述べる．





(7) なお，Calhoun et al. (2005)は英語を，Hajicˇova´ et al. (2000)はチェコ語を対象にしている．
(8) 情報状態は，旧情報 (given)/補完可能 (accessible)/新情報 (new)の三つが区別される．ある表現が，それ以前
の談話で明示的に言及されてる先行詞があれば旧情報であり，関連のあるものが言及されていれば補完可能であ
り，言及されていなければ新情報である (Go¨tze et al. 2007:§3.2)．
(9) トピックについては，アバウトネストピック (aboutness topic)/フレームセッティングトピック (frame setting
topic) の二つが区別される．アバウトネストピックは (1) で説明する．フレームセッティングトピックとは，
そのトピックを含む文の述語が解釈されるべきフレームであり，典型的には時間や場所の表現がこれにあたる
(Go¨tze et al. 2007:§4.2.3)．






(1) An NP X is the aboutness topic of a sentence S containing X if
「ある名詞句 Xが，これを含む文 Sのアバウトネストピックであるのは以下のときで
ある:」
a. S would be a natural continuation to the announcement Let me tell you some-
thing about X
「『Xについて話させて』という予告の後に，Sが自然に続き得るとき．」
b. S would be a good answer to the question What about X ?
「Sが，『Xについてはどう？』という質問にふさわしい答えであるとき．」
c. S could be naturally transformed into the sentence Concerning X, S′, where
S′ differs from S only insofar as X has been replaced by a suitable pronoun.
「Sが『Xに関しては，S′』に自然に変形できるとき．ただし、S′ は Sにおける X
が適切な代名詞に置き換わっている点のみで異なる．」
(Go¨tze et al. 2007:165)
本研究は Go¨tze et al. (2007) に沿うものであるが，いくつかの点で彼らの研究とは大き
く異なっている．まず，本研究ではトピックとフォーカスを直接アノテーションしない．こ
れはトピックやフォーカスがそれぞれに多次元であるためである (Nakagawa 2016)．実際に
































(読売新聞 [ BCCWJ: PN1c 00001 ])
(3a) の下線部の名詞「池田弘子」はこのテクストで初出の名詞であるため，新情報タグが付与







(4) 「そんな薄いa. かばんじゃb. 遊び道具も入らないよ」
(読売新聞 [ BCCWJ: PN1c 00001 ])





(12) 情報構造自体についての詳細は Kruijff-Korbayova´ and Steedman (2003)や Hinterwimmer (2011)などを
参照のこと．
(13) 本研究では，BCCWJの新聞 (PN)のデータを用いたため，一つの記事が一つの談話であると見なしている．







(5) 行き場を失ったa. 廃タイヤがあぜ道やb. 納屋の横に放置されてきた。
(北海道新聞 [ BCCWJ: PN2e 00001 ])

















































(8) a. キャンティ街道を抜け、b. オリーブ畑に囲まれた田園地帯のc. レストランで、


















対象は BCCWJ の新聞 (PN) コアデータ 16 サンプルに出現する名詞 2023 件とした．サ
ンプルの選択は BCCWJ-ANNOTATION-ORDER(17) に基づく．作業者は BCCWJ-DepParaPAS








情報状態 新情報 旧情報 - -
1345 678 - -
定性 定 不定 どちらでもよい -
1122 899 2 -
特定性 特定 不特定 どちらでもよい どちらでもない
1157 749 116 1
有生性 有生 無生 どちらでもよい -
342 1680 1 -
有情性 有情 無情 どちらでもよい -
337 1678 8 -
動作主性 動作主 被動作主 どちらでもよい どちらでもない
192 338 2 1491
共有性 共有 非共有 想定可能 どちらでもない




















































































第 2 に，ラベルの再検討も行っていくことを考える．名詞の飽和/非飽和 (西山 2003) や
Lo¨bner (1985, 2011)の名詞の 4分類 (Sortal タイプ 〈e, t〉 / Individual タイプ e / Relational
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